










研究目的 

 昭和55年度に於て,母子同室制の実態調査を行い,昭和56年度は妊婦の意識調査,特に母

子同室制についてどのような意識をもっているのか調査した。初産経産別,東京と地方に分

け,1,031 例の回答について，クロス集計をとりながら調査した。 

 その結果母子同室を望む人は，初産でも経産でも東駅でも地方でも出産直後からわが子

と一緒にいたいと希望する者が多く,子ども好きであり多少苦しくても自然分娩を望む者

が多くみられた。 

 これに対して母子同室を余り希望しない,或は別室を望む人は,夫々20.9，29.2%は子ども

は好きでないと答え,わが子とは入院中時々あえばよいと回答し,その多くが無痛分娩を希

望していた。 

 そこで本年度は,前年度調査した妊婦の意識が,出産を経験し,その後意識がどう変った

か,母子同室,異室によってどのような違いが出るか調査した。 


